かろうかと 思案し ました 末に、 まず この 『録異 記』 を 

しょく とこうて い 

えらむ ことにしました。 作者 は 蜀の杜 光 庭で ありま 

ほうし 

す。 杜光庭 は方士 で、 学者で、 唐の 末から 五代に 流れ 

し .41 つ 

込み、 蜀 王の 昶に親 任された 人物です。 申す まで も 

なく、 この 時代の 蜀は 正統ではありません、 乱世に 乗 

じて 自立した ものです から、 三国 時代の 蜀と 区別す る 

ために、 歴史家 は偽蜀 などと 呼んで います。 その 偽蜀 

に 仕えて いたので、 杜光 庭の 評判 は あまり 好くない よ 

さくぶ つ 

うです が、 単に 作物と して 見る 時 は、 この 『録異 記』 

など は 五代ち ゆうで も 屈指の 作と して 知られて います。 

彼 はこの ほかに も 『神仙 感遇 伝』 『集 仙録』 などの 著作 



板 鼻と いい、 常に 穴の なかに ひそんで、 その 鼻 を 微か 

にあら わして いる。 鳴く 声 は 牛の 吼 える ようで 数 里の 

遠き にき こえ、 大地 も 為に 震動す る。 住民が 冬期に 田 

を 焼く 時、 あるいは 誤 まって 彼 を 焼き殺す ことがある 

が、 他の 蛇に 比して 脂が 多い のみで ある。 

けんぷ しんせん 

乾符 年中の ことで ある。 神仙 駅に 巨き い 蛇が 出た。 

黒色で、 身の たけ は 三十 余 丈、 それにし たがう 小 蛇の 

た るき ， J く 

太 さは 椽 の ごとく、 柱の ごとく、 あるいは 十 石 入り 又 

は 五 石 入りの 甕の ごとき もの、 およそ 幾 百 匹、 東から 

西へ むかって 隊を 組んで 行く。 朝の 辰 どき (午前 七 時 

I 九 時) に 初めて その 前列 を 見て、 夕の 酉 どき (午後 



五 時 I 七 時) にいた る 頃、 その 全部が ようやく 行き 尽 

くした のであって、 その 長さ 実に 幾 里で あるか 判らな 

い。 その 隊列が 終らん とすると ころに、 一 人の 小児が 

紅い 旗 を 持ち、 蛇の 尾の 上に 立って 踊りつ 舞いつ 行き 

過ぎ た。 この 年、 山 南の 節度 使 の 陽守亮 が 敗滅した 。 

会稽 山の 下に 雞冠 蛇と いうの が 棲んで いる。 かしら 

おんど リ とさか 

に は雄雞 のよう な雞 冠が あって、 長さ 一尺 あまり、 胴 

まわり 五、 六寸。 これに 撃 たれた 者 はかならず 死ぬ の 

である。 

爆 身 蛇と いうの が ある。 灰色で、 長さ 一、 二 尺、 人 

の路 ゆく 声 を 聞けば、 林の 中から 飛び出して 来て、 あ 



「王 か。 名 は 同じ だが、 姓が 違って いる」 

言い捨てて 男 は 立ち去った。 しかも 僧 は 顫えが やま 

らな いので、 暫く その 民家に 休ませて もらって、 よう 

よう 気が 鎮まった のちに 我が 寺へ 帰る と、 彼と 同名 異 

姓の 僧が その 晩に 死んだ。 

呈 \售 

ほうし 

唐の 玄宗 帝の 時に、 ある 方 土が 一 頭の 小さい 亀を献 

上した。 亀 はさし わたし 一寸ぐ らいで、 金色の 可愛ら 

しい 物であった。 



それから また 連れ立って 行く こと 十数 里、 路 がだん 

だんに 狭くな つて、 やがて 一 つの 小さい 洞穴 を 見つけ 

たので、 それ をく ぐって 出ようと すると、 さきに 物 を 

食 つ た 僧 は 立ちながら 石に 化して しま つ た。 

ひとりの 僧 は 無事に 山 を 出て、 ここ は どこ だと 人に 

ぼう へ い 

訊く と、 牟 平の 海浜で あると いわれた。 

異石 

ぎょう 

帝堯の 時に、 五つの 星が 天から 落ちた。 その 一つ 

こくじょう ひきょう 

は 土の 精で、 穀城山 下に 墜ち、 化して※ 橋 〔# 「土+ 



已」、 159-2U の 老人と なって 兵書 を 張 良に 授けた。 

「この 書 をよ めば 帝王の 師 となる ことが 出来る。 後日 

にわたし を 探し 求めるならば、 穀城山 下の 黄い ろい 石 

がそれ である」 

こうせきこう 

いわゆる 黄 石 公で ある。 張 良は漢 をた すけて 功 成る 

の 後、 穀城山 下に 於いて 果たして 黄 石 を 発見した。 彼 

しょうざん しこう 

は 商 山に かくれて いた 四皓 にした がい、 道 を 学んで 

世 を 終った ので、 その 家で は 衣冠と 黄 石と を 併せて 

葬った。 占う 者 は 常に その 墓の 上に、 黄い ろい 気が 数 

丈の 高さに のぼ つ ている の を 見た。 

せきび 

漢の 末に 赤 眉の 賊が 起った 時に、 賊兵は 張 良の 墓 を 



底本 ： 「中国 怪奇小説 集」 光文社 

1994 (平成 6) 年 4 月^日 第 ー 刷 発行 

※校正に は、 1999 (平成 U) 年；：： 月 5 日 3 刷 を 使 

用し ました。 

ひきょう いきょう 

》 「※橋 〔# 「土 + 已」、 -1 の 老人」 に は、 「圯 橋の 

老人」 の 誤り を 疑い ましたが、 初出の 「支那 怪奇小説 

集」 サイレン 社、 1935 (昭和^) 年：： 月 M 日 発行 

でも 異同がなかった ので、 底本 通りと しました。 

入力 .. 

校正 " 小 林繁雄 

2 003 年 7 月 W 日 作成 
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